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W66a Astro-H 搭載X線望遠鏡サーマルシールドの開発の現状
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次期Ｘ線天文衛星 Astro-H に搭載される硬Ｘ線望遠鏡 (HXT)と軟Ｘ線望遠鏡 (SXT)の熱制御用薄膜・サーマ
ルシールド (TS)の開発の現状について報告する。SXT-TS 用にはアルミコートした 0.2 µm 厚の Luxel社製の
ポリイミド (PI)を 3 mm 角の SUSメッシュに張り、これをアルミ枠に固定したものを用い、断熱スペーサを介
してプレコリメータに固定する。またHXT-TS ではアルミコートした 2.5 µm 厚の PET フィルムと 6 mm角の
メッシュを用いる。今回 SXT-TSの 1/4 円周をカバーするクアドラント 1 ユニットとHXT-TS の上下の 1/3 円
周をカバーする 1 ユニットずつのエンジニアリング・モデルを製作し、TS にとって最も重要な打上げ音響環境に
対する試験を実施した。その結果、SXT-TS はアラインメントバーの本数を Suzaku に比べてほぼ半減すること
に対応したメッシュおよびアルミ枠構造が ATRO-H 打上げ音響環境に耐えることが確認された。また HXT-TS
も 1/3 円周ユニットで大きなメッシュピクセルサイズハウジングの上下に置くことを含め問題ないことがわかっ
た。また SXSの観測帯域にはC, N, O, Al のK吸収端が存在するため、これらの吸収端のXANES、EXAFS構
造を SXSのエネルギー分解能に比べて十分なエネルギー刻みで透過率を測定する目的で、SXT-TS 小サンプルの
X線透過率測定を行った。測定は SPRING8 の BL-25SU ビームラインを用いて 0.12-1.8 keV の範囲で XANES
0.2 eV, EXAFS 1 eV の分解能で測定した。講演では EM製作と音響試験の詳細および透過率測定については初
期解析の結果について報告する。


